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近年,文化財保護の意識が高まり,わが1三郎こ点在する遺跡の発掘調査が進むに従って,各遺跡から金属器

や土器とともに央大な墨の木器が出土している｡これら出土木材について樹種鑑定を積み重ね,材質の合理

的利用の有無を検討することによって,古代のひとびとの木材-のかかわり万を理解できると信ずる｡

このたび,奈良国立文化財研究所より藤原営跡から出土した木製品のうち,特に貴重扱いの15点の樹種鑑

定の依頼があったので,上記の目的の端緒とする意味で積極的に引き受け,ここにその鑑定結果を資料とし

て報菖したいO

木製品の種類はかなり広範担鋸こわたっており (代表的なものの形状を写真 16-19に示す),鏑矢 (かぶら

や),響 (かんざし),独楽 (こま) (写頁18),斧柄,火費目 (ひきりうす) (写奥17),舶 (くびき) (写

真19)各 1 点 および櫛2点 (写頁16)は白鳳時代に相当する藤原宮跡から,また弓,木槌,自在鈎,杵各 1

点および斧柄2点は弥生時代に相当する藤原営跡下層から出土したものである.これら木製品は軟弱でかつ

脆い上に,とりわけ貴重品扱いであるために,微小な木片しか供試できなかったので,あらかじめセロイジ

ン包埋を行なったoまた,特に微小な木片しか供試できなかったものは電子顔微鏡の試料作製時に用いるェ

ポキシ樹脂包埋を行なった後. ミクロトーム切片を作製して検鏡したC

以下に各木製品についての樹種鑑定の結果を述べる｡

鑑 定 結 果

No.1 櫛 (写真 1a,lb,1C)

散孔材｡道管の再径は 40-80〃で極めて小さい｡穿孔は階段状｡道管と放射組織の間の壁孔はしばしば

階段状｡軸方向菜細胞は接線状に配列し,しばしばチョウテン形に膨れた結晶細胞が軸方向に数個ないし十一

数個連続して現れる｡放射組織は異性で, 1-2細胞幅｡

以上の特徴からイスノキ (Di∫lJliumracemo∫umSieb･etZucc･)と鑑/iEした｡

No.2 鏑矢 (写真 2a,2b,2C)

散孔桃 道管数は少なく,単一ま畑 ま複合｡複合道管の複合数は2-4で放射方向にならぶ｡道管の薗径

は 40-250〃で,壁が厚いo穿孔は単一｡放射組織は異性で, 1-2細胞幅｡接線断面上で放射組織が層階

状にならぶ･

*木材生物部門(1)ivisi0--0rWoodBiology)
･*奈良国立文化財研究所 (NaraNationalCulturalPropertiesResearchInstitute)
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島地 ･ほか :藤原官跡出土木製品の樹種鑑定

以上の特徴からヤマガキ (DioJP_vro∫kakivar.∫ilue∫tritrMakino)と鑑定した｡

No.3 智 (写真 3a,3b,3C)

早材から晩材-の移行はゆるやかで,両者の境界付近から晩材にかけて樹脂細胞が存在する｡樹脂道およ

び放射仮道管は存在しない｡仮道管にらせん肥厚は存在しない｡仮道管と放射柔細胞の間の分野壁孔は典型

的なヒノキ型で,一分野に1-2個存在する｡

以上の特徴からヒノキ (Cha-ec_yparisobtuSaSieb･etZucc･)と鑑定した｡

No.4 櫛 (写真 4a,4b,4C,16)

N0.1の記載と完全に一致しており,イスノキ (Di∫iyliumracemo∫umSieb.etZucc･)と鑑定した｡

No.5 独楽 (写真 5a,5b,5C.18)

放射孔材｡道管は単穿孔｡軸方向柔細胞は短接線状に配列する｡放射組織は同性単列｡- -木片が極めて

微小であったため,それから得られた検鏡用切片からは上記の特徴しか観察できなかったが,原標品を肉眼

的に観察した結果,検鏡用の微小木片には含まれていなかった組織として,極めて特徴ある大型の複合放射

組赫と,五角形の髄が存在することが判明し,また検鏡用切片では桐々不明瞭だった放射利材の特徴が極め

て明瞭に見られたことからアカガシ属の一種 (Gyclobalanopjissp.)と鑑定したo しかしながら,種の同定は

不可能である｡

No.6 芹柄 (写真 6a,6b,Gc)

N0.1の記載と完全に一致しており,イスノキ (DiSt_yliumracemoSumSieb.ctZucc.)と鑑定した｡

No.7 火暦日 (写真 7a,7b,7C,17)

早材から晩材への移行は比較的ゆるやかで,早材部の終 りから晩材にかけて樹脂細胞が存在する｡樹脂道

は存在しない｡仮道管にらせん肥厚は存在しない｡放射仮道管は存在しない｡仮道管と放射柔細胞の間の分

野壁孔は典型的なスギ型で,一分野に普通2個存在する｡

以上の特徴からスギ (Cr_yptomeriajaponicaDIDon)と鑑定した｡

No.8 師 (写真 8a,8b,8C,19a)

環孔材｡春材部から夏財部への道管の大きさの移行はゆるやか｡孔圏道管の最大直径は接線方向で200β,

放射方向で 250〆｡夏材部道管は散点状で,放射方向,切線方向,斜方向あるいは不規則な団塊状に複合す

る｡孔圏道管には蒋壁のチロースが著しい｡道管の穿孔は単一｡軸方向柔細胞は周囲状,翼状,タ-ミナル

状に配列する｡放射組織は上下の辺縁に方形細胞をもつ異性で, 1-6細胞幅｡

以上の特徴からヤマグワ (Moru∫bomtLyCisKoidz.)と鑑定した｡

No.9 翫 (写真 9a,9b,9C,19b)

散孔材｡道管の直径は 20-50〃で極めて小さい｡穿孔は階段状｡道管と放射組織の闇の壁孔は大型のレ

ンズ状で, まれに階段状を示す｡繊維状仮道管に らせん肥厚が見られる｡放射組織は1-2細胞幅の異性

で,特徴ある大型の結晶細胞を多く含む｡

以上の特徴からツバキ (CamelliajaponicaIJ.)と鑑定したo

No.10 斧柄 (写頁 10a,lob,10C)

散孔材｡道管の直径は 40-80FLで極めて小さい｡穿孔は階段状｡繊維状仮道管に らせん肥厚が見られ

る｡放射組織は異性で, 1-3細胞幅｡複列放射組織の複列部は平伏細胞からなるが,上下の辺縁に数細胞

高の直立細胞からなる単列部を持つ｡単列放射組織は直立細胞のみからなり,5-10細胞高O

以上の特徴からハイノキ属の一種 (Dicalrvxsp･)と鑑定した｡クロバイ D･prumfoliaHaraの可能性が考

えられるが,種の同定は不可能である｡
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No.11 弓 (写真 Ha,lib,Hc)

道管は特徴ある火焔状に配列するo南径は 20-50/-Eで極めて小さいo道管壁にらせん肥厚をもつ ｡放射

組織は異性で. i-2細胞幅G

以上の特徴からヒイラギ (05mm7/･lm･Tht,/ernf,]可IIL.I-Gr､)ell)と鑑定したC,

No.12 木槌 (写真 12a,12b,】2C)

N()･9の記載と完全に一致しており,ツバキ (Camelh-ajapo71icaL･)と鑑定したo

No.13 自在鈎 (写真 13a昌 3b,13C)

樹脂道は存在しない｡早材と晩材の区別が不明瞭で,樹脂細胞も存在しない｡放射組織には放射仮道管が

存在しない｡仮道管のらせん肥厚は2本が対になる候向がある｡

以上の特徴からカヤ (Torre),anuc!'/eraArn.)と鑑定した｡

No.14 斧柄 (写真 14a,14b,14C)

No･10の記載と完全に一致しており.ハイノキ属の一種 (Dicaly/rsp･)と鑑定した｡種の同定は不可能で

ある｡

No.15 杵 (写真 1Ll)a,lラb,15C)

以上の鑑定結果と木製品名,藤原営跡発掘調:査次数,出土時代をとりまとめたものを表 lに掲げる｡〕

表 1 出土木製品の樹種鑑定-▲覧表

No. 1 櫛 4 次
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〃
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〟
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珊

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃
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i
弥

定 樹

ノ キ Di∫lyliumracemo∫umSieb,etZucc.

ガ キ

ノ キ

イ ス ノ キ

アカガシ属の一種

イ ス ノ キ

マ

ス

ヤ

ツ

ギ

グ ワ

バ キ

ハイノキ属の一種

ヒ イ ラ ギ

〟 ソ バ キ

〟 カ ヤ

No･1̀‖ 斧 柚 9 次 〟 ハイノキ属の-一種

DioJPr),ro∫kakivar.Silue∫lri､～Makino

ChamaecJIParisoblusaSieb.etZucc.

DiSlyliumravrem:フSumSieb.etZucc.

(JIyclnbnl(T′坤 由 叩.

Di.flyliumracemo∫umSieb.etZucc.

CrJPlomeriajaponicaD.Don

lt4oru､～bombvci∫Koid7..

Camelliajapon7'caL

Dica恒 SP.

OsmanLhu∫helerop/lJ.llusGreen

CamelliajaPoilicaLJ.

Torre_yaFluCiferaArm.

Dical_vxsp.

CamelliajaponicaI-.

今恒=ま資料の数が少ないので議論を進めるにはまだ資料不足であるが,各樹種の材質から考えて大体目的

にかなった使い方がなされており,恐らく経験に基いて生じたであろう木材の材質に対する古代人の理解は

可成り正確であったように思われる｡

今後さらに出土木材の樹種鑑定を積み貢ね.できうれば各木製品ごとに詳細な調査を したいと考えてい

る｡
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島地 ･ほか :藤原官跡出土木製晶の樹種鑑定

No. 1(イスノキ) 1a‥横断面 (80×) lb:放射断面 (80×) lc:接線断面 (80×)

No.2(ヤマガキ) 2a:横断面 (80×) 2b:放射断面 (80×) 2C:接線断面 (80×)
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N(,. 3(ヒ ノ キ) 3a:横断面 (80×) 3b:放射断面 (360×) 3C‥接線断面 (35-く)

N(1.4(イスノキ) 4a:横断面 (80×) 4b:放射断面 (Box) 4C:接線断面 (80×)

.Jt1 --



島地 ･ほか :藤原官跡出土木製品の樹種鑑定

Not5(アカガシ属の一種) 5a:横断面 (80×) 5b:放射断面 (80×) 5C:接線断面 (80×)

Not6(イスノキ) 6a:横断面 (35×) 6b:放射断面 (80×) 6C:接線断面 (80×)
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Not 7(ス ギ) 7a:横断面 (35)i) 7b:放射断面 (360×) 7(､‥接線断面 (35×)

No･ 8(17マグワ) Ra:横断面 (35x) 8b:放射断面 (35×) 8C:接線断面 (3t=))()



島地 ･ほか :藤原宮跡出土木製品の樹種鑑定

No･9(ツ バ キ) 9a:横断面 (80×) 9b:放射断面 (80×) 9C:接線断面 (80×)

Not10(ハイノキ属の一種) 10a:横断面 (80×) lob:放射断面 (80×) 10C:接線断面 (80×)
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No.ll(,ヒイラギ) ll',1‥横断面(35x) llb:放射断面 (35>く) 1lc:接線断面 (35〉()

No.12(ソ バ キ) 12a=横断面 (80)リ 12b‥放射断面 (80)リ 12C:接線断面 (80×)



島地 ･ほか :藤原官跡出土木製品の樹種鑑定

No.13(カ ヤ) 13a:横断面 (35×) 13b:放射断面 (360×) 13｡:接線断面 (35×)

No･14(ハイノキ属の一種) 14a:横断面 (80×) 14b:放射断面 (35×) 14C:接線断面 (80×)
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木 材 研 究 資 料 第11号 (1977)

No.15(ツ バ キ) 15a:横面断 (80×) 15b:放射断面 (80×) 15C:接線断面 (80×)

一一16日-
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